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Ｉ ． は じ め に
那 須 茶 臼 岳 ， 高 原 山 ， 日 光 白 根 山 で は ， 火 山 地 形 お よ び テ フ ラ 層 序 か ら ， 完 新 世 の

噴 火 活 動 が 認 め ら れ る ． こ れ ら の 火 山 の 周 辺 に は ， 榛 名 火 山 か ら 噴 出 し た ニ ツ 岳 軽 石
（Ｈｒ-ＦＰ；新井，１９６２）が分布している（Ｆｉｇ．１；町田・新井，１９９２）．
筆 者 ら は ， 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー の タ ン デ ト ロ ン 質 量 分 析 計 を 用 い

てＵ・１ｋａｍｕｒａｅｚα／．，１９８５；中村・中井，１９８８），これらの火山のテフラ層とＨｒ-ＦＰ
の １ ４ Ｃ 年 代 を 測 定 し た ． 本 稿 で は ， そ の 結 果 を 報 告 して ， こ れ ら の 火 山 の 噴 火 頻 度 に
ついて考察する．
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ｎ．１４ｃ年代測定値
試料の採取地点をＦｉｇ．２に，１４Ｃ年代測定値をＴａｂｌｅ１に示す．試料の調製操作は，

中村・中井（１９８８），北川ほか（１９９１）に従って行った．１４Ｃ年代値の算出には，
Ｌｉｂｂｙの半減期５，５７０年を使用し，西暦１９５０年から遡った年数を示してある．測定誤差
は ， １ ４ Ｃ の 計 数 に も と づ く 統 計 誤 差 お よ び 分 析 計 の 状 態 の 時 間 変 動 を 考 慮 し ， １ 標 準
偏 差 （ １ び ） で 示 して あ る ．
１．那須茶臼岳
那 須 茶 臼 岳 の 完 新 世 テ フ ラ の 模 式 柱 状 図 を Ｆ ｉ ｇ ． ３ に 示 す． テ フ ラ の 名 称 は ， 上 か ら

下 に 番 号 を つ け ， 古 文 書 に 記 述 さ れ て い る も の ， 比 較 的 広 く 分 布 し 鍵 テ フ ラ と な る も
の に は 固 有 名 が 与 え ら れて い る （ 奥 野 ・ 尾 関 ， １ ９ ９ ３ ） ． 今 回 測 定 し た 試 料 Ａ と 試 料 Ｂ
は，Ｌｏｃ．①で採取された（Ｆｉｇ．２-ａ）．試料Ａは，茶臼降下スコリア（ＣｈＳｆａ）直下
の腐植層であり，その１４Ｃ年代は，２，６４０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＮＩＪ！ｒＡ-２６４７）である（奥野ほ
か，１９９３ｂ）．試料Ｂは，弁天テフラＵａｓｕ-８）直下の腐植層であり，その１４Ｃ年代
は，１，８６０±１４０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＮＩＪＴＡ-ｍご８）である．
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藤 田 ほ か （ １ ９ ８ ６ ） の 報 告 し た １ ４ Ｃ 年 代 は ， 大 丸 火 砕 流 群 （ Ｏ ｍ Ｐ ｆ ｌ ｓ ） 最 上 位 の 火 砕

流堆積物の炭化木片が，５，８１０±２７０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＪＧＳ-１５３），その直下の腐植層が，５，７７０

±２００ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＪＧＳ-１２８），Ｎａｓｕ-３直下の腐植層が，５２０±１９０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＪＧＳ-１３７）であ

る （ Ｆ ｉ ｇ ． ３ ） ． 今 回 得 ら れ た 測 定 値 は ， こ れ ら の １ ４ Ｃ 年 代 と も 層 位 的 に 調 和 し て お り ，

ほ ぼ 妥 当 な も の と 判 断 さ れ る ．

２．高原山

高 原 山 北 麓 に は ， 富 士 山 溶 岩 ド ー ム と 割 れ 目 群 が あ り ， こ の 割 れ 目 群 か ら 噴 出 し た

上 の 原 テ フ ラ （ Ｔ ｋ - Ｕ ｅ ； 奥 野 ほ か ， １ ９ ９ ３ ａ ） が， Ｈ ｒ - Ｆ Ｐ の 下 位 に 近 接 す る こ と か ら ， 比

較 的 最 近 （ 完 新 世 ） に 形 成 さ れ た も の と 考 え ら れ て い た （ 中 村 ほ か ， １ ９ ８ ７ ） ． 高 原 山

北 麓 で の 完 新 世 テ フ ラ の 柱 状 図 を Ｆ ｉ ｇ ． ４ に 示 す ． 今 回 測 定 し た 試 料 Ｃ と 試 料 Ｄ は ， こ
の Ｔ ｋ - Ｕ ｅ 直 下 お よ び 直 上 の 腐 植 層 で あ り ， Ｌ ｏ ｃ ． ② で 採 取 さ れ た （ Ｆ ｉ ｇ ． ２ - ｂ ） ． 試 料 Ｃ

の１４Ｃ年代は，５，７００±３８０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＮＩＪＴＡ-２６４８）である（奥野ほか，１９９３ｂ）．試料Ｄ

の１４Ｃ年代は，４，３４０±１００ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＮＩＪＴＡ-２７２７）である．
Ｆ ｉ ｇ ． ４ に 示 し た 層 準 の 腐 植 層 を 試 料 と し て ， １ ４ Ｃ 年 代 を 学 習 院 大 学 で 測 定 し て い る

（Ｇ・１Ｋ-１６８７８～１６８８３；奥野ほか，１９９３ａ）．２つの機関で測定された１４Ｃ年代は，そ

れ ぞ れ の 層 準 で ほ ぼ 一 致 し て お り ， ほ ぼ 妥 当 な も の と 判 断 さ れ る ． こ れ ら の １ ４ Ｃ 年 代

か ら ， Ｔ ｋ - Ｕ ｅ の 噴 出 年 代 は ， ５ ， ５ ０ ０ 年 前 で あ る と 考 え ら れ る ．

３ ． 日 光 白 根 山

日 光 白 根 山 は ， 日 光 火 山 群 （ 山 崎 ， １ ９ ５ ８ ） の な か で 最 も 新 し い 火 山 で あ る ． 五 色 山

と 湯 元 の 間 の Ｌ ｏ ｃ ． ③ で は ， Ｈ ｒ - Ｆ Ｐ を 含 む ５ 枚 の テ フ ラ が 認 め ら れ る （ Ｆ ｉ ｇ ． ５ ； 奥 野 ，

１ ９ ９ ３ ） ． 今 回 測 定 し た 試 料 Ｅ は ， Ｎ ｋ ｓ - ４ 直 下 の 腐 植 層 で あ り ， Ｌ ｏ ｃ ． ③ で 採 取 さ れ た

（Ｆｉｇ．２-ｃ）．得られた１４Ｃ年代は，５，３２０±１４０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴｊ１-２６４６）である（奥野

ほか，１９９３ｂ）．

試 料 Ｅ の ほ か に は 日 光 白 根 山 の １ ４ Ｃ 年 代 は 報 告 さ れ て お ら ず ， テ フ ラ 層 や ロ ー ム 層

ＮＵＴＡ-２６４６

１ＪＵＴＡ-２６４５

１１Ｕ７ｒＡ-皿ご
＊ＢａｓｅｄｏｎｔｈｅＬｉｂｂｙ’ｓ１４Ｃｈａｌｆｌｉｆｅｏｆ５，５７０ｙｅａｒｓ；Ｏｙ．Ｂ．Ｐ．＝Ａ．Ｄ．１９５０

＊＊Ｂａｓｅｄｏｎｓｔｌｌｔ；ｉｓｔｉｃａ１１４Ｃ心（）ｕｎｔｉｎｇｅｒｒｏｒｓａｎｄｇｉｖｅｎａｓｏｎｅｌ；ｔ；ａｎｄａｒｄ

（珀ｖｉａｔｉｏｎ（ｏｎｅｓ４ｍａ）．

３２０±１４０

５

４

５

７００±３８０
３４０±１００

？ｉｌＪ¶ｒＡ-２６４７

？４ＵＴＡ-２７２８

１１ＵＴＡ-２６４８

１１ＵＴＡ-２７２７



の 保 存 も 悪 い の で ， 今 回 の 測 定 値 の 妥 当 性 を 判 断 す る こ と は 難 し い
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４．榛名ニツ岳軽石（Ｈｒ-ＦＰ）

榛 名 火 山 で は ， ６ 世 紀 に 榛 名 ニ ツ 岳 渋 川 （ Ｈ ｒ - Ｓ ） ， 榛 名 ニ ツ 岳 伊 香 保 （ Ｈ ｒ - Ｉ ） の ２

つの噴火が認められる（新井，１９６２；早田，１９８９）．｝ｌｒ - Ｆ Ｐは，Ｈｒ - Ｉ のときのプリ二 -

式 噴 火 に よ る 降 下 軽 石 で あ る ． こ の 噴 火 の 年 代 は ， 考 古 遺 物 と の 層 位 関 係 か ら ， ６ 世

紀 中 葉 と 推 定 さ れ て い る （ 坂 口 ， １ ９ ８ ６ ） ． 榛 名 火 山 の “ ６ 世 紀 噴 火 ” の 模 式 柱 状 図 を
Ｆ ｉ ｇ ． ６ に 示 す． 今 回 測 定 し た 試 料 Ｆ は ， Ｌ ｏ ｃ ． ④ で ， 試 料 Ｇ は ， Ｌ ｏ ｃ ． ⑤ で 採 取 さ れ た

（ Ｆ ｉ ｇ ． ２ - ｄ ） ． 試 料 Ｆ は ， Ｈ ｒ - Ｆ Ｐ 直 下 の 腐 植 層 中 の 炭 化 物 で あ り ， そ の １ ４ Ｃ 年 代 は ，

１，３００±２３０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＮＩＪ１７Ａ-２６４５）である（奥野ほか，１９９３ｂ）．試料Ｇは，Ｈｒ-Ｉ噴火

で 流 下 し た 火 砕 流 中 の 炭 化 木 片 で あ り ， 群 馬 大 学 の 早 川 由 紀 夫 助 教 授 に よ り 採 取 さ れ

た．その１４Ｃ年代は，１，９００±１２０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-２７２９）であり，６世紀中葉よりかな

り 古 い 値 で あ る ．
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Ⅲ ． 噴 火 頻 度
１回の噴火事件（ａｎｅｒｕｐｔｉｖｅｅｌ）ｉｓｏｄｅ）は，ローム層や腐植層などの非噴火堆積

物に挟まれる一連の噴火堆積物により定義される（Ｈａ３・ε１ｋａｗａ，１９８５）．非噴火堆積物
の 下 端 は 徐 々 に 移 り 変 わ る が ， テ フ ラ に は ご く 短 期 間 の 急 速 な 堆 積 （ ＝ 噴 火 ） を 示 す
は っ き り し た 境 界 が そ の 下 限 に 認 め ら れ る ． 風 や 降 雨 ， 生 物 な ど に よ っ て 撹 絆 さ れ る
と ， 小 規 模 な テ フ ラ は 非 噴 火 堆 積 物 と 識 別 で き な い こ と が あ る ． 噴 火 頻 度 を 議 論 す る
には，認識できる噴火規模を明らかにする必要がある．最近６，０００年間の那須茶臼岳，
高原山，日光白根山では，Ｎａｓｕ-１の７×１０５ｍ３が，認識できた最小の降下テフラであ
る（奥野，１９９４）．したがって，ここでは最近６，０００年間の体積１０６ｍ３以上の降下テ
フ ラ を 対 象 と して 議 論 す る ．
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５，３２０±１４０ｙ．Ｂ．Ｐ．
（ＮＵＴＡ-２６４６）
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１，９００±１２０ｙ．Ｂ．ＰバＮＵＴＡ-２７２９）

１，３００±２３０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-２６４５）

Ｆｉｇ．６１ｄｅａｌｉｚｅｄ（；ｏｌｔｌｍｎａｒｌ；ｅｃｔｉｏｎｗｉｔｈｔｈｅ１４Ｃａｇｅｓｏｆ“６ｔｈＣｅｎｔｕｒｙ-

ｅｒｕｌ）ｔｉｏｎｓ”ｏｆｈｒｕｎａｖｏｌｃａｎｏ（ｎｏｔｔｏｓｃａｌｅ）．１；３ａｎｂｏｌｓａｓＦｉｇ．３・

１．那須茶臼岳
最近６，０００年間の那須茶臼岳の噴火史は，ＣｈＳｆａ（２．７ｋａ：２，７００年前）の噴火を境

と して ２ つ の ス テ ー ジ に 細 分 さ れ る （ 奥 野 ・ 尾 関 ， 未 公 表 ） ． Ｃ ｈ Ｓ ｆ ａ 以 前 は ， 溶 岩 流
出にともなうブルカノ式噴火が特徴的であり，その頻度は約１．３回／ｋｙ（ｋｙ：１，０００年
間）である．ＣｈＳｆａ以降は，水蒸気噴火が卓越しており，その頻度は，約３．８回／ｋｙ
である．このようにＣｈＳｆａ前後で，噴火様式と頻度が大きく異なる．１４０８-１０年噴火
は，水蒸気噴火からはじまり山頂溶岩ドームを形成しており（奥野・尾関，１９９３），
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ＣｈＳｆａ以降では溶岩流出をともなう点で特異な噴火であるといえる．１８８１年噴火程度
の規模は，それ以前では検出できないと考えられ（奥野，１９９４），現在の茶臼岳は，
ＣｈＳｆａ以前のようなブルカノ式噴火の卓越するステージに入っている可能性がある．
２．高原山
高 原 山 に は ， 富 士 山 溶 岩 ド ー ム と 割 れ 目 群 の ほ か に 新 鮮 な 火 山 地 形 が 認 め ら れ な い

ことから，このドームを形成した５．５ｋａの噴火のみであると考えられる．
３．日光白根山
日光白根山では，最近５，３００年間でＮｋｓ１～４の少なくとも４回の噴火事件が認められ，

計算される噴火頻度は，約０．８回／ｋｙである．Ｎｋｓ-１は，体積６×１０６ｍ３の水蒸気噴火
であるが，Ｎｋｓ - ２ ～４は，断続的なブルカノ式噴火による火山砂も認められ，溶岩の流
出をともなった可能性が高い．Ｎｋｓ - ２～４の分布が明らかでないので具体的にはわから
な い が， 地 形 か ら み て お そ ら く 血 ノ 池 地 獄 溶 岩 （ 奥 野 ， １ ９ ９ ３ ） な どの 流 出 に 対 応 し た
も の と 考 え ら れ る ． ま た ， 湯 ノ 湖 北 東 の 三 ツ 岳 溶 岩 ド ー ム は ， 男 体 火 山 末 期 の 軽 石 流
堆積物より上位であり（佐々木ほか，１９９３），Ｎｋｓ-２～４のいずれかに対応する可能性
が あ る ． そ の 場 合 に は ， 噴 火 頻 度 は さ ら に 低 く な る と 考 え ら れ る ．

Ⅳ ． お わ り に
本 稿 で は ， 那 須 茶 臼 岳 ， 高 原 山 ， 日 光 白 根 山 で 得 ら れ た １ ４ Ｃ 年 代 に も と づ い て ， 最

近６，０００年間の噴火頻度を議論した．鈴木（１９９２）は，体積Ｏ。１ｋｍ３（＝１０８ｍ３）以上
の 降 下 テ フ ラ を 対 象 と して ， 那 須 火 山 の 過 去 ３ ５ 万 年 間 の 噴 火 史 を 記 述 して い る ． 鈴 木
（１９９２）によると，那須火山の３５万年間の噴火頻度は，０．０６～０．０８回／ｋｙであり，こ
こ で 述 べ た も の よ り ２ 桁 小 さ い ． こ れ は ， 対 象 と す る 時 間 や 噴 火 規 模 が 異 な る こ と に
よ る と 考 え ら れ る ． 噴 火 史 の 記 載 や 噴 火 頻 度 の 議 論 で は ， そ の 対 象 と す る 時 間 と 噴 火
規 模 を 明 記 し て ， そ の 活 動 度 を 評 価 ・ 比 較 す る 必 要 が あ る ．
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